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１．牛ウイルス性下痢・粘膜病（BVD-MD）とは（表１） 

 牛ウイルス性下痢・粘膜病（以下 BVD-MD）は、牛ウイルス性下痢ウイルス（以下 BVDV）

によるもので、急性感染、異常産、持続感染、粘膜病の 4つの病態に分けられる。 

 急性感染では軽度の発熱や下痢などの症状で、2週間程度で自然治癒する。 

 妊娠牛に感染した場合には、感染時期により不受胎や流死産などの繁殖障害や奇形がお

こることがある。特に問題となるのが持続感染（以下 PI）で、PI 牛は生まれつきウイルス

を保有し、大量にウイルスを排出し続ける。農場の汚染源となるため、早期の摘発淘汰が

重要となる。 

 

２．感染時の胎齢と発現する症状（図１） 

 授精後 60 日頃までの初期に母牛が感染すると、胚は死亡し不受胎となり、繁殖障害とな

る。また、60 日以降に感染があると流産・死産や奇形などがみられる。問題となる持続感

染は胎齢 100 日前後で感染した場合に起こることがある。 
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     （表１）                   （図１） 

 

３．県内の発生状況（表２） 

 平成 23 年度までに 18 頭が確認されており、その多くは PI 牛で、管内でも平成 23 年度

に乳牛が 1頭摘発されている。 

 

４．農場の摘発状況（表３） 

 平成 23年 5月に放牧予定牛の入牧前検査で PI牛を 1頭摘発、淘汰した。 

 その後、当農場では農場の汚染状況を確認するため、PI牛の母牛、PI牛と同居した可能



性のある乾乳牛や子牛、バルク乳などで検査し、平成 23 年 10 月には PI牛が生存している

間に接触した牛と新生子牛の検査が終了し、農場の清浄性を確認した。 
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H21H21年度：年度：33頭（流産胎児、頭（流産胎児、PIPI牛）牛）
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        （表２）                 （表３） 

 

５．Ａ農場の検査成績（表４） 

 表の上が汚染状況確認検査で、下が清浄性が確認された後の追跡検査の成績となってい

る。バルク乳や子牛などの検査で、清浄性の維持が確認された。 

  

６．清浄性確認のための取り組み（表５） 

Ａ農場での PI牛摘発を受け、管内酪農家の BVD-MD の浸潤状況を確認することが重要と考

え、調査を実施した。平成 23年 8月、管内の全農場に対し、BVD-MD の病態や検査の必要性

を周知するため、衛生情報を配布した。平成 24 年 2 月、観音寺市酪農組合の 12 農場を対

象に講習会を開催し、BVD-MD の病型や検査方法、対策などを説明した。平成 24 年 5月、県

内酪農家に対し、病態のほか、検査体制について再度、衛生情報で周知した。平成 24 年 5

月～8月には、5条の定期検査などの全頭検査を実施した農場の血清を利用した PCR 検査を

実施した。11 月にはＡ農場を含む定期検査対象外の農場に、検査体制を個別に説明し、採

材が簡単で農家負担の少ないバルク乳での PCR 検査を実施した。 
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H23.8H23.8 BVDBVD--MDMDの病態を周知の病態を周知

H24.2H24.2 観音寺市酪農組合講習会観音寺市酪農組合講習会

H24.5H24.5 BVDBVD--MDMDの病態の病態、検査体制、検査体制を周知を周知

H24.5H24.5～～8   8   血清血清PCRPCR検査検査
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        （表４）                 （表５） 

 



７．検査プログラム（図２） 

今回は血清のほか、バルク乳検査も実施した。血清はＰＣＲ検査を実施し、陽性牛が特

定されたら３週間から 1ヶ月後に再度、ＰＣＲ検査を行い、陽性となったらＰＩ牛と判断。

バルク乳については血清と同じくＰＣＲ検査を実施し、陽性となった場合には全頭検査を

実施し、陽性牛を特定する。その後は血清の場合と同じ検査を実施した。 

 

８．管内の飼養状況（表６） 

 乳用牛はＢ市 12 農場約 550 頭、Ｃ市 14 農場約 450 頭、計 26 農場約 1000 頭が飼育され

ている。 
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（図２）                （表６） 

 

９．材料と方法（表７） 

 定期検査など全頭検査対象の 9農場についてはその血清を利用した。それ以外の 17 農場

については、バルク乳で検査を実施した。血清 9農場 340 頭、バルク乳 17農場 17 検体（搾

乳牛 520 頭分）について、PCR 検査を実施した。 

 

１０．検査成績（表８） 

 血清検査 9 農場 340 頭、搾乳牛 520 頭分のバルク乳 17 検体全て PCR 検査陰性となった。 

材料材料材料材料とととと方法方法方法方法材料材料材料材料とととと方法方法方法方法

・材料・材料

血清血清 99農場農場 340340頭頭

バルク乳バルク乳 1717農場農場 1717検体検体((搾乳牛搾乳牛520520頭頭))

・方法・方法

ＰＣＲＰＣＲ検査検査

  

検査成績検査成績検査成績検査成績検査成績検査成績検査成績検査成績

血清血清 99農場農場 340340頭頭 陰性陰性

バルク乳バルク乳 1717農場農場 1717検体（検体（520520頭頭分分）） 陰性陰性

 

        （表７）                  （表８） 



１１．まとめおよび考察（表９） 

 今回、血清 340 頭、バルク乳 17検体の検査で管内酪農家全農場での検査ができ、PI牛は

摘発されなかった。血清、バルク乳あわせて 860 頭分、乳用牛飼養頭数の約８６％で陰性

を確認した。血清で全頭の陰性を確認した農場は、今後清浄性を維持していくために、バ

ルク乳などでの継続的なスクリーニング検査が必要と思われた。バルク乳で検査した 17農

場については乾乳牛や育成牛、子牛が未検査のため、それらの検査やスクリーニング検査

を継続する予定である。 

また、今回の検査では肉用牛の浸潤状況は不明であるため、特に繁殖牛飼養者には検査

の必要性を再度周知し、検査を推進していく予定である。 

まとめまとめまとめまとめ及及及及びびびび考察考察考察考察まとめまとめまとめまとめ及及及及びびびび考察考察考察考察

・乳用牛・乳用牛

：血清：血清 99農場農場 340340頭頭 陰性陰性

バルク乳バルク乳 1717農場農場 1717検体（検体（520520頭）頭） 陰性陰性

⇒⇒酪農家酪農家2626農場全て検査を実施農場全て検査を実施

乳用牛の約乳用牛の約8686％の陰性を確認％の陰性を確認

継続的なスクリーニング検査継続的なスクリーニング検査

乾乳牛、育成牛、子牛の検査乾乳牛、育成牛、子牛の検査

・肉用牛：未検査・肉用牛：未検査 ⇒⇒ 繁殖牛の検査推進繁殖牛の検査推進

 

       （表９） 


